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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第１四半期累計期間
第48期

第１四半期累計期間
第47期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 927,180 1,260,186 4,381,055

経常利益(千円) 4,735 79,038 183,923

四半期純損失（△）又は四半期(当

期)純利益（千円）
△6,791 47,023 91,522

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 630,500 630,500 630,500

発行済株式総数（株） 4,810,000 4,810,000 4,810,000

純資産額（千円） 2,143,815 2,209,354 2,251,860

総資産額（千円） 4,037,419 4,241,355 4,323,673

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり四半期(当

期)純利益金額（円）

△1.41 9.85 19.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 10.00

自己資本比率（％） 53.1 52.1 52.1

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第48期第１四半期累計期間及び第47期は潜在

株式が存在しないため、第47期第1四半期累計期間については１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　 当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

   当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。  

　

２【経営上の重要な契約等】

　 当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新政権の金融政策、財政政策等を背景として緩やかな回復傾向が見

られましたが、一方で輸入価格の高騰による影響等が懸念され、先行き不透明な状況で推移いたしました。

情報サービス産業においては、同業社間の激しい受注競争が続いており、厳しい経営環境で推移いたしました。

このような中、当社は新3か年計画をスタートさせ、新中核ビジネスの定着と推進を図るとともに、パートナー企業

との連携強化、同業他社との協業など、売上拡大に取り組んでまいりました。

利益の面では、開発要員の不稼働による損失防止やプロジェクトの採算悪化防止を徹底し、利益率向上に努めてま

いりました。

その結果、当第１四半期累計期間の業績は堅調に推移し、売上高1,260百万円（前年同期比35.9％増）、営業利

益76百万円（前年同期は営業利益1百万円）、経常利益79百万円（前年同期は経常利益4百万円）、四半期純利益47

百万円（前年同期は四半期純損失6百万円）となりました。

　

  セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

① ソフトウェア開発事業

ソフトウェア開発事業は、売上高1,238百万円（前年同期比36.5％増）、売上総利益164百万円（前年同期比

81.6％増）となりました。

　

② 入力データ作成事業

入力データ作成事業は、売上高21百万円（前年同期比8.9％増）、売上総損失0百万円（前年同期は売上総損失

3百万円）となりました。

　

 

(2)財政状態の状況

（流動資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は3,281百万円（前事業年度末比82百万円減少）となりました。主

な要因は現金及び預金が減少したことによります。

　

（固定資産）

当第１四半期会計期間末における固定資産は960百万円（同0百万円増加）となりました。

　

その結果、当第１四半期会計期間末における資産合計は4,241百万円（同82百万円減少）となりました。

　

（流動負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は498百万円（同56百万円減少）となりました。主な要因は賞与引

当金が減少したことによります。

　

（固定負債）

当第１四半期会計期間末における固定負債は1,533百万円（同16百万円増加）となりました。主な要因は退職

給付引当金が増加したことによります。

　

その結果、当第１四半期会計期間末における負債合計は2,032百万円（同39百万円減少）となりました。

　

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は2,209百万円（同42百万円減少）となりました。主な要因は四

半期純利益47百万円と配当金の支払48百万円による利益剰余金の増減、及び自己株式の取得42百万円でありま

す。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,810,000 4,810,000

　　東京証券取引所

　　ＪＡＳＤＡＱ

　（スタンダード）　

単元株式数

100株　

計 4,810,000 4,810,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金　
増減額(千円)

資本準備金　
残高(千円)

 

平成25年４月１日～

平成25年６月30日

 

－ 4,810,000 － 630,500 － 553,700

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

議決権制限株式（その他） － － 　　　　　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　110,300 　　　　　　　　　－ 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　　4,699,500 46,995同上　　　　　　　　

単元未満株式 普通株式　　　　　200 　　　　　　　　　－
一単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 4,810,000　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　－

総株主の議決権 － 46,995 　　　　　　　　－

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式63株が含まれております。 

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社 昭和システム

エンジニアリング

東京都中央区日本橋　　小

伝馬町15番18号
110,300 － 110,300 2.29

計 － 110,300 － 110,300 2.29

　 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,689,128 2,628,225

売掛金 559,486 571,447

仕掛品 13,331 11,297

その他 101,861 70,121

流動資産合計 3,363,808 3,281,091

固定資産

有形固定資産 136,763 135,307

無形固定資産 31,634 27,167

投資その他の資産

繰延税金資産 522,731 528,733

その他 340,415 340,734

貸倒引当金 △71,680 △71,680

投資その他の資産合計 791,466 797,788

固定資産合計 959,865 960,263

資産合計 4,323,673 4,241,355

負債の部

流動負債

買掛金 154,233 155,061

未払法人税等 51,221 3,760

賞与引当金 191,420 98,852

その他 158,763 241,235

流動負債合計 555,639 498,909

固定負債

役員退職慰労未払金 62,689 60,973

退職給付引当金 1,453,484 1,472,118

固定負債合計 1,516,173 1,533,091

負債合計 2,071,813 2,032,001

純資産の部

株主資本

資本金 630,500 630,500

資本剰余金 553,700 553,700

利益剰余金 1,243,996 1,242,957

自己株式 △1,352 △43,937

株主資本合計 2,426,844 2,383,219

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,395 5,513

土地再評価差額金 △179,378 △179,378

評価・換算差額等合計 △174,983 △173,864

純資産合計 2,251,860 2,209,354

負債純資産合計 4,323,673 4,241,355
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 927,180 1,260,186

売上原価 840,650 1,096,937

売上総利益 86,529 163,249

販売費及び一般管理費 84,991 86,281

営業利益 1,537 76,967

営業外収益

受取利息 718 492

受取配当金 1,054 1,174

雑収入 1,440 653

営業外収益合計 3,212 2,321

営業外費用

固定資産除却損 14 －

自己株式取得費用 － 250

営業外費用合計 14 250

経常利益 4,735 79,038

税引前四半期純利益 4,735 79,038

法人税、住民税及び事業税 1,047 1,047

法人税等調整額 10,478 30,967

法人税等合計 11,526 32,015

四半期純利益又は四半期純損失（△） △6,791 47,023
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　　

 
前第１四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 6,170千円 5,923千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 48,062 10平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 48,062 10平成25年３月31日平成25年６月24日利益剰余金　

　

（持分法損益等）

　前第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　該当事項はありません。

　

　当第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
ソフトウエア開発 入力データ作成

売　　上　　高 907,006 20,173 927,180

セグメント利益又は

セグメント損失（△)
90,330 △3,801 86,529

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△)の合計は、四半期損益計算書の売上総利益と同額になってお

ります。　

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
ソフトウエア開発 入力データ作成

売　　上　　高 1,238,222 21,964 1,260,186

セグメント利益又は

セグメント損失（△)
164,020 △770 163,249

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△)の合計は、四半期損益計算書の売上総利益と同額になってお

ります。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△)
△1円41銭 9円85銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△)

（千円）
△6,791 47,023

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△)（千円）
△6,791 47,023

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,806 4,776

　（注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第１四半期累計期間は潜在株式が存在しないため、前

第１四半期累計期間は１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月12日

株式会社昭和システムエンジニアリング

取締役会　御中

監査法人大手門会計事務所

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 武川　博一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　隆史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社昭和シス

テムエンジニアリングの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第48期事業年度の第１四半期会計期間（平成25

年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係

る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社昭和システムエンジニアリングの平成25年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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